
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
、
全
体
的
に
重
内
の
も
の
よ
り
長
い
。

④
１
０
は
壺
内
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
人
形
で
、
三
人
の
名
前
が
書
か
れ
て
い

る
。
い
の
伊
勢
宗
子
が
六
枚
以
上
、
働
の
秦
奈
良
子
が

一
七
枚
以
上
、
⑥
の
伴

廣
冨
が

一
三
枚
以
上
あ
り
、
秦
奈
良
子
と
伊
勢
宗
子
が
表
裏
に
書
か
れ
て
い
る

も
の
が

一
点
あ
る
。
０
の
タ
イ
プ
に
比
べ
て
短
く
、
頭
部
は
角
を
切
り
取

っ
て

お
り
、
顔
の
表
現
は
女
性
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
人
形
は
、
同

一
名
の
人
形
ご
と
に
筆
跡
が
同
じ
と
判
断
さ
れ
、
材

に
は
木
簡
を
再
利
用
し
た
も
の
や
、
檜
皮
を
用
い
た
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。

今
回
出
土
し
た
人
形
は
縛
ら
れ
た
り
、
木
釘
が
打
た
れ
た
り
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
東
ね
る
た
め
の
行
為
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
形
は
、
祓

も
し
く
は
病
気
平
癒
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
後

一
括
し
て
こ
の
井
戸
に
廃
棄
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
祭
祀
の
主
た
る
戸
主
と
家
人
と
で
廃
棄
の
さ
れ
方

が
区
別
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
墨
書
の
あ
る
石
は
、
珪
岩
の
亜
角
礫
の
表
面
や
節
理
面
に
、
「嘉
祥
」

「□
／
元
年
」
「□
□
」、
及
び
一臥
配
□
□
／
□〔跡
配
」
「□
」
（上
面）
と
書

い
た
も
の
で
あ
る
。
上
か
ら

一
三
段
日
か
ら
出
土
。

釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料

調
査
室
の
ご
教
示
を
得
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
浦
五
輪
美

。
原
田
香
織
）

奈早
け
パ
荘
陽
廊
既
　
　
　
　
　
　
　
２２

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
高
畑
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三

一
〇
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）

一
月
―
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
田
辺
征
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
庭
園
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
京
跡
左
京
四
条
七
坊
東
端
に
あ
た
る
。
奈
良
時
代
に
は
元
興

寺
の
敷
地
で
、
同
十
三
―
十
五
坪
は
元
興
寺
禅
定
院
の
故
地
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。　
一
方
興
福
寺
の
問
跡
寺
院

大
乗
院
は
、
寛
治
二
年

（
一
〇

八
八
）
に
創
建
、
平
重
衡
の
南

都
焼
き
討
ち
罹
災
後
、
元
興
寺

禅
定
院
の
跡
地
に
移
転
す
る
。

旧
大
乗
院
庭
園
は
、
禅
定
院

の
時
期
に
遡
る
可
能
性
も
あ
る

庭
園
で
、
中
世
に
整
備
さ
れ
そ

の
様
子
は
尋
尊
の

『大
乗
院
寺

(奈 良)



1999年出上の木簡

社
雑
事
記
』
に
詳
し
い
。
当
研
究
所
で
は
の
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
に
よ

る

「名
勝
旧
大
乗
院
庭
園
保
存
修
理
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、　
一
九
九
五
年
以

来
継
続
し
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
の
調
査
は
、
入
江
や
岬
を
含
む
園
池

（東
大
池
）
西
岸
中
央
部
周
辺

に
設
け
た
三
つ
の
調
査
区
で
行
な
っ
た
。
調
査
面
積
は
計
約
六
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
西
小
池

（中
世
に
東
大
池
の
西
側
に
新
た
に
掘
ら
れ
た
池
で
、
近
世

に
さ
ら
に
南
に
拡
張
▼

岬

・
石
敷
池
底

・
池
岸

。
石
組
護
岸

・
石
組
遺
構

・

溝

・
井
戸
な
ど
を
検
出
し
た
。
遺
物
に
は
、
木
簡
の
他
、
大
乗
院
以
前
の
元
興

寺
禅
定
院
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
白
鳳
期
の
瓦
、
中
近
世
の
土
師
器

・
瓦
器
が

あ
り
、
古
代
に
遡
る
井
戸
か
ら
は
斎
串
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
七
六
三
〇
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
溝
は
西
小
池
の

南
で
検
出
し
た
断
面
逆
台
形
の
素
掘
り
の
東
西
溝
で
、
当
初
東
大
池
か
ら
西
側

へ
排
水
溝
と
し
て
掘
削
さ
れ
た
が
、
あ
る
時
期
に
溝
半
ば
の
深
さ
ま
で
青
灰
粘

土
で
埋
め
戻
さ
れ
、
池
の
一
部
に
取
り
込
ま
れ
た
。
そ
の
上
層
に
は
近
現
代
の

建
築
廃
材
が
多
量
に
含
ま
れ
て
お
り
、
最
終
的
な
廃
絶
は
現
代
の
整
地
が
行
な

わ
れ
た
段
階
に
ま
で
降
る
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
池
の
一
部
に
取
り
込
ま
れ

た
段
階
で
混
入
し
た
と
み
ら
れ
る
状
態
で
出
土
し
た
。
な
お
、
こ
の
溝
は
江
戸

時
代
の
隆
温
の

「大
乗
院
四
季
真
景
図
」
に
も
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
写

実
性
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
他
、
Ｓ
Ｄ
七
六

三
〇
に
つ
な
が
る
南
北
溝
か
ら
出
土
し
た
木
片
に
も
墨
か
と
み
ら
れ
る
模
様
が

あ
る
が
、
文
字
と
は
認
識
で
き
な
か
っ
た
の
で
報
告
は
割
愛
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
□
□
□

・
［
‐‐
‐‐
‐十日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解∞Φ
×
卜］×
ｏ　
ｏｏＰ

両
面
に
大
振
り
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
仮
に
字
数

の
確
定
で
き
る
方
を
表
面
と
し
た
。
近
世
の
箱
物
に
二
次
的
に
墨
書
し
た
も
の

の
断
片
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
二
〇
〇
〇
―

Ⅲ
』
全
一〇
〇
〇
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
五

（一
一〇
〇
〇
年
）（渡
辺
晃
宏
）




